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 本研究を通して、以下の知見を得ることができた。 
(1)He＋照射は、1x1022 [He/m2]程度の照射で顕著な反射率の劣化を招き，H＋照射よりもはるかに照射効果が

大きい。 
(2)光学特性劣化は、ブリスターによる表面凹凸の形成が主な原因ではなく、表面直下に形成されるヘリウム

バブルによるポーラス状欠陥組織が引き起こす物性的変化によるものであると考えられる。 
 
５． 発表（投稿）論文 
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"Retention properties of plasma particles in tungsten exposed to LHD divertor plasmas", M. Tokitani, M. 
Miyamoto, K. Tokunaga, T. Fujiwara, N. Yoshida, S. Masuzaki, N. Ashikawa, T. Morisaki, M. Shoji, A. 
Komori, S. Nagata and B. Tsuchiya, J. Nuclear. Mater. Vol. 363-365(2007)443-447 
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図 2 λ=250nm, 690nm, 1060nm の波長に

対する反射率の照射温度依存性 
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図 5  1x1022 [He/m2]の照射温度における 
    光学定数（n,k）変化 
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図 4  8.0keV-He+照射後の表面直下組織 
 

図 3 8.0keV-He+の照射量増加に伴う表面

変質と反射率 
 

図 1 照射イオン種やイオンエネルギーの違

いによる反射率変化 
 

131



別紙（作成１１ﾄﾞ式）

モリブデンシリサイド基超高温耐酸化コーティング材料の開発

東北大燃境科学研究科吉見亭紬、北大・エネマテ山内啓！！!｣''一哉

蝿z北大・金研後藤孝途溶

１．はじめに（１から５まで１０ポイント）

エネルギー変換効率の向上は､地球環境保全の観点から環境負荷低城と省エネルギー化を促進しWi灘型社会

を実現するための最もＴＩＩ要な技術概念の一つである。とりわけ、発魎やジェットエンジンなど大城エネルギー

消費とそれによる人ht発熱を伴うエネルギー変換システムにおいては、Ｎｉ基超合金の耐用温度を超えた温度

域で使川可能な超商ililliil熱合金のljil苑が強く求められている｡超高iMliil熱合金はセラミックス材料系と同饒の

融点でありながら、金川の屈性である延性・展Ｉ１ｌＷｌＨを,1ｋねⅡiえており、低温域での籾性や疲労特性に催れた材

料系である。Ｍ０．ｓi系合金の中には、MoSi2やMoiiSi3+Ｂ合金など超,I1jIhl下で耐酸化性に優れた組成が存在す

る。本研究では、これらMoSi2を鵬本組成とした耐酸化コーティング材の開発を念頭に置いて研究を行う。

MoSi2は酸化することによってＭｏ酸化物が昇華し、シリカ膜を形成する。シリカ膜は下地のMo-Si合金と熱

力学的に極めて安定で|:１１平衡する。従ってＴＧＯ(熟成災酸化物)の生成は無く、シリカ膜とMoSi2皮li卿よ健全

な幡;irrl''１と熱安定性をi(ﾄられるためである。さらに、これらMoSi2は、Ｍｏ/Mo5SiB2i1rsitu複合卜|料に対し
てＳｉの化学ポテンシャルが小さいため、基板との'''１の反応性が低く、熱力学的にも安定である。この組み合
わせによって、Ｎｉ潅超合金の耐用温度を超える温度ilitZlJN（1400～1600℃）で、無冷却で使用可能なモリブデ

ンシリサイド基超高温耐熱材料システムの新規デザインを行っていく。本報告では、雌礎的なデータ収集を目
的として、Ｂ添加MoSi2材に関する水燕気含有雰囲気における酸化特Ｉ化の評価を行った結果を示す。

２．研究経過

ＳＰＳにより作製したMoSi2及び2mol％Ｂ添加焼結ﾄﾄﾞについて組織及びi耐酸化性についての評価を行った。
これらの試料の組織観察・元素分.折には走査型電子顕微鏡(SEM)とtli了線マイクロアナライザー(EPMA)を用

いた。さらに、耐酸化性の評価をＨ的として、MoSi2及び２ｍ０１％Ｂ添加MoSi2焼総体は、大気及び水蒸気含
有雰IlH気（(Ｎ2-3％０２）‐19.7％Ｈ２０）「、773～1473Ｋで酸化試験を行った。酸化皮脱の表面及び元索分Wfに
は髄界放射型走査型↑Ｕｒ顕微鏡(FE-SIDM)とInPMA、炎伽生成物の１１１庭にはＸ線['’1折法(XRD)を)1}いた．

３．研究成果

鐙i競倉繍箙職烏脇獅製織‘

鵜蝋纈鐡麟鰐：ぱ…当1ﾙｰ三二菫
発に旭1ﾉ〈|する質鹸減少が酸化拳jihにﾉくきな影響を５･えるこ４

醗鱗藤ii鰯;慧誰脈笙iE三二z:三l写
っていないが､局部的なBの濃化による粘性の低下とポロ``,､,ゴ■IO73KMoSi鼻､別ss%B
シリケートが蒸発サイトとなることに依るものと推定され‐`・爾一，00200360,0
る。今後、皮膜の形成メカニズムなど不|ﾘ]な点を解1J'すべ

く詳細な研究を進める]予定である。
Fig.１各i１１度、水蒸気含有雰囲気における

４．まとめ Ｂ添加MoSi2焼結体の質量変化

MoSi2へのＢ添加は水蒸気含有雰囲気においても耐酸化

性の向上をもたらした。いずれの温度においても、ドーム状のボロシリケートを有するSiO2皮膜を形成した
が、その皮膜形成メカニズムは不明である盆

発表（投稿）論文

現在のところなし（現在、投繍準備中）

５．
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